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議員定数条例改正！

【 提 案 理 由 】
　平成18年の3町合併を機に、海陽町議会議員定数は20名とされた。その後、平成22年改選時
に16名、平成26年改選時には14名と、順次削減が行われ現在に至っている。
　昨年9月定例会には「町財政の健全化に向け、海陽町議会議員定数の削減を求める請願」が
提出され、1名の削減を求められた。しかしながら、改選まで約7ヵ月と迫っており、様 な々課題や問
題点について、十分な議論・検討がなされていないことなどから、賛成少数で不採択となった。ただし、
この請願を付託された議会運営委員会では、「改選後の議会において、議員定数を含め多方面か
ら議会のあり方を協議検討していくことを申し送る」と、委員長報告に盛り込まれたところである。
　このことを受け、今年5月に改選された新しい議会体制の中で、全議員が将来を見据えた議員定
数の在り方について、様 な々観点から慎重に検討を重ねてきた。議論の中で、将来的な町財政の
悪化や人口減少等への危機感は避けられず、また昨年の請願を始め、周囲から寄せられる住民の声
に応えることは、議員の責務であり、議会存在の基盤であるという共通認識を確認した。
　以上のことから、議員のなり手不足の問題や、地域の声が拾い難くなること、また執行部への監
視機能の低下が懸念されるなど課題は多 あ々るが、町の財政健全化の施策に対し、議会としても
最大限の努力をする必要があり、議員定数の削減は行うべきである。
　よってここに、海陽町議会議員の定数を14名から2名削減し、12名とする案を提出するものである。

　改正案は、小山
議長を除く全議員が
賛成者として署名。
代表して、東副議長
が提出し、全会一致
で可決しました。
　次回の議会議員
一般選挙（令和8年）
から施行されます。

[ 14名から12名に！]
•••••••••••

•••••••••••
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集
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定
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例
改
正
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議

会

の

う

ご

き

中西祐介参議院議員に要望する 10 名の議長

５
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

議
会
全
員
協
議
会

13
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

14
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部

連
盟
勉
強
会
（
安
芸
市
）

17
日　

第
3
回
臨
時
会

22
日　

未
知
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
（
阿
南
市
）

23
日　

戦
没
者
追
悼
式

31
日　

議
会
全
員
協
議
会

8
日　

海
部
・
安
芸
議
長
連
合
会
国
会
議
員
要
望
（
東
京
都
）

9
日　

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（　

〃　

）

10
日　

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
（　

〃　

）

14
日　

文
化
・
体
育
功
労
者
表
彰
式

22
日　

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会
（
徳
島
市
）

24
日　

議
会
全
員
協
議
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

議
会
全
員
協
議
会

12
日　

第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

12
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

15
日　

第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

16
日　

第
４
回
定
例
会
（
３
日
目
）

16
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
の
う
ご
き
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で

10
　
月

12
　
月

11
　
月

○ 大里松原危険木伐倒に対する支援の要望を採択

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の
改正を求める意見書
　冤罪被害者を迅速に救済するため、
次のとおり再審法制の改正を強く求める。
１．再審請求人に、検察が有する証拠

の全面開示を法整備すること。
２．再審開始決定に対する検察の不服

申立てに、一定の制限を加えること。

　地方自治法第99条の規定により意見書
を提出。

提出先：衆議院議長・参議院議長・
　　　　内閣総理大臣・法務大臣

要 望 書 （要旨抜粋）
　大里松原は、平成29年の台風浸水などにより、
枯死被害が発生している。令和4年春には、例
年の伐倒に加えて、危険木の伐倒処理を行った。
松林は防潮、防風など地域住民の生活を守る防
災機能を備えており、引き続き自然遺産である
松原の保全に格別のご高配を賜り、費用支援に
特段のご配慮をいただきたい。

大里部落長ほか役員６名

※審議の結果、全会一致で採択しました。

　海部郡・安芸郡議長連合会により、四国東南部
地域の道路整備について、両県および四国ブロッ
ク選出国会議員（16名）に要望活動を行いました。

○ 意見書の提出○ 海部安芸議長連合の要望活動

危険木の伐倒処理が行われた大里松原の松林
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委

員

長

報

告
　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し

て
い
ま
す
。

　

12
月
12
日
開
会
。

　

開
会
後
、
一
般
会
計
補
正

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
マ

リ
ン
ジ
ャ
ム
駐
車
場
の
購
入

予
定
地
と
、
大
里
松
原
海
岸

の
巡
視
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

当
委
員
会
が
所
管
す
る
定
例

会
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
各

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

○　

職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
改
正
な
ど
４
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

伴
い
、
職
員
の
定
年
年
齢
の

引
き
上
げ
に
伴
う
も
の
。

　
　
　
　
　

次
年
度
以
降
の

行
政
専
門
員
、
政
策
推
進
員

な
ど
の
再
任
用
職
員
の
運
用

は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

叶
岡　
　

徹

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２

常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

鉄
骨
柱
や
基
礎
の
補
強
工

事
な
ど
に
よ
り
、
変
更
契
約

を
行
う
。

○　

一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
費

・
県
知
事
及
び
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
費

　
　
　
　
［
９
１
０
万
円
］

農
林
水
産
業
費

林
業
振
興
事
業
補
助
金

　
　
　
［
１
１
８
１
万
円
］

商
工
費

・
マ
リ
ン
ジ
ャ
ム
駐
車
場
用

地
購
入
費

    ［
１
５
５
４
万
円
］

公
債
費

・
地
方
債
繰
上
償
還
金

　
［
１
億
４
２
１
６
万
円
］

　
　
　
　
　

県
道
上
皆
津
奥

浦
線
の
工
事
完
了
時
期
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

　
　

令
和
６
年
度
完
成
予
定

で
あ
る
。

　
　
　
　
　

行
革
の
取
組
と

し
て
、
今
後
も
起
債
の
繰
上

償
還
を
積
極
的
に
行
う
べ
き

で
な
い
か
。

　
　

一
番
有
利
な
方
法
で
、

財
源
が
あ
る
う
ち
に
取
組
ん

で
い
き
た
い
。

委
員
の
問　

高
規
格
道
路
の

整
備
に
伴
う
盛
土
に
つ
い

て
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害

へ
の
影
響
な
ど
問
題
は
な
い

の
か
。
地
域
住
民
か
ら
意
見

は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

地
域
対
策
協
議
会
に
お

い
て
、
住
民
か
ら
意
見
は

あ
っ
た
が
、
国
か
ら
の
説
明

で
納
得
い
た
だ
い
た
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
浸
水
対
策

と
し
て
、
母
川
の
堆
積
土
対

策
や
善
蔵
川
の
河
川
改
修
な

ど
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

○　

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算・
善
蔵
川
改
修
に
伴
う
配
水

管
仮
設
工
事
の
設
計
委
託
料

の
追
加
補
正
。

○　

国
に
対
し
、
刑
事
訴
訟

法
の
再
審
規
定
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

　

審
議
の
結
果
、
採
択
。

○　

大
里
松
原
危
険
木
伐
倒

に
対
す
る
支
援
の
要
望

　
　
　
　
　

さ
ら
に
危
険
木

を
伐
倒
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

　
　
　
　
　

過
去
に
大
里
部

落
か
ら
、
国
や
県
の
補
助
事

業
に
つ
い
て
の
要
望
は
あ
っ

た
が
、
今
後
も
町
単
独
事
業

へ
の
要
望
が
出
て
き
た
場
合

ど
う
す
る
の
か
。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
補

助
対
象
と
な
り
、
今
後
も
大

里
部
落
と
協
力
し
て
い
く
。

　

審
議
の
結
果
、
採
択
。

地元から要望のあった大里松原（松林）を巡視

答

答答

答

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

条
例
改
正

契
約
関
係

予
算
関
係

要
望
書
等

答　

次
年
度
以
降
も
同
様
の

運
用
を
継
続
し
て
い
く
。

○　

出
張
所
設
置
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
、
及
び
特
定
の

事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の

指
定

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
、
浅
川
及
び
川
上
出
張
所

を
廃
止
し
、
浅
川
及
び
川
上

郵
便
局
に
、
出
張
所
事
務
の

委
託
を
行
う
。

○　

課
設
置
条
例
の
改
正
条

例
　

町
の
課
題
解
決
や
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
令
和

５
年
４
月
１
日
よ
り
組
織
改

編
を
行
う
。

○　

中
里
農
業
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
耐
震
補
強
及
び
改
修

工
事
変
更
請
負
契
約

答

委
員
の
問
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主

な

事

業

イルミネーションで彩られた文化村

出張所事務が委託される郵便局（浅川）

改修される若松堰

光のアートで飾り付け

老朽化のため改修します

D ＭＶ一周年を記念して
年末年始のにぎわいづ

くりに光の演出をします。

県 により、老朽化している
若松堰が護床ブロックな

どにより改修されます。
　事業費 4000 万円の８％を町が
負担します。

ＤＭＶ一周年
記念イベント

県営土地改良事業
（若松堰改修）負担金

100万円

320万円

住民サービス確保のために

人 口減少、利用者減少の
ため、浅川・川上出張

所を閉鎖し、住民サービスの
継続のため、それぞれ郵便局
へ事務委託します。

（令和５年４月１日から開始）

出張所事務を
郵便局へ委託
準備費
382万円
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の
利
用
は
少
人
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

出
生
数
の
見
込

み
と
、
少
子
化
が
進
む
中
で

今
後
の
保
育
所
の
在
り
方

は
。

　
　

出
生
数
は
例
年
30
名
前

後
で
推
移
し
て
い
る
。
令
和

４
年
度
は
25
名
の
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
保
育

所
・
幼
稚
園
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
行
財
政
改
革
検
討

の
中
で
、
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
も
含
め
協
議
を
し
て

い
る
。
民
間
の
２
保
育
所
が

継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
後

押
し
を
し
て
い
く
。

○　

一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
費

・
海
部
庁
舎
の
自
家
発
電
装

置
の
更
新
工
事
請
負
費

　
　
　
［
１
８
０
０
万
円
］

・
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改

修�

［
４
９
７
万
円
］

　

戸
籍
証
明
書
等
の
広
域
交

付
な
ど
を
目
的
と
す
る
。

民
生
費

・
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給

付
費�

［
７
５
１
万
円
］

・
二
葉
保
育
園
運
営
委
託
料

�

［
１
２
３
万
円
］

・
宍
喰
保
育
所
運
営
委
託
料

�

［
２
６
５
万
円
］

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成

�

［
１
８
０
万
円
］

　
　
　
　
　

宍
喰
保
育
所
と

二
葉
保
育
園
の
途
中
入
所
者

数
が
３
名
で
同
じ
だ
が
、
委

託
料
が
違
う
理
由
は
。

　
　

途
中
入
所
の
時
期
と
年

齢
に
よ
る
委
託
単
価
の
違
い

で
あ
る
。

衛
生
費

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
［
６
０
０
万
円
］

　

民
間
の
３
医
療
機
関
に
発

熱
外
来
用
の
医
療
機
器
購
入

助
成
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
主

検
査
委
託
料

　
　
　
　
［
３
４
０
万
円
］

教
育
費

・
電
気
料
金
高
騰
に
よ
る
光

熱
費
の
追
加

　

12
月
13
日
開
会
し
、
当
委

員
会
所
管
の
協
議
事
項
に
つ

い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

○　

課
設
置
条
例
の
改
正
条

例
　

13
課
を
再
編
し
、
令
和
５

年
４
月
よ
り
10
課
体
制
と
す

る
。

◯　

宍
喰
保
育
所
の
指
定
管

理
　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間
、
恵
の
園
福
祉
会
を

指
定
。

　
　
　
　
　

宍
喰
保
育
所
の

園
児
数
と
、
延
長
保
育
と
土

曜
日
を
利
用
し
て
い
る
現
状

は
。

　
　

園
児
数
は
53
名
、
う
ち

延
長
保
育
を
利
用
し
て
い
る

の
は
月
１
～
３
名
、
土
曜
日

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

３
小
学
校
に
１
３
８
万

円
、海
陽
中
学
校
に
16
万
円
、

幼
稚
園
に
34
万
円
、
海
南
文

化
村
に
２
０
０
万
円
、
海
陽

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
84
万

円
を
追
加
す
る
。

　
　
　
　
　

小
中
学
校
に
太

陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
は
。

　
　

令
和
３
年
度
の
年
間

の
売
電
金
額
は
、
小
学
校

で
６
万
７
千
円
、
中
学
校
が

９
万
５
千
円
で
あ
り
、
電
気

代
の
削
減
効
果
が
出
て
い
る
。

○　

特
別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

・
国
保
税
の
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

導
入
経
費�

［
51
万
円
］

海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算・
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費

�

［
２
６
２
万
円
］

・
電
気
代
高
騰
に
よ
る
光
熱

費�

［
80
万
円
］

委
員
長　

富
田　
　

寛

3年ぶりに開催された海陽町ふれあい駅伝（令和5年1月15日）

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し

て
い
ま
す
。

委

員

長

報

告

答

答

答

答

条
例
改
正

指
定
管
理

予
算
関
係



7

海陽町議会だより　vol.67

高騰する電気料金に対応します

発熱外来のために活用！

電気料金等高騰に伴う
施設管理費

医療機関支援事業
（備品等購入補助）

町 内でコロナ検査を
実施している３医

療機関に対し、発熱外来用
の医療機器（ポータブルエ
コー・ポータブル心電図等）
の購入を助成します。

600万円

施設規模が大きい海南文化村

海南病院に備えているポータブルエコーとポータブル心電図

主

な

事

業

新型コロナ対応地方創生臨時交付金
2億421万円 国 の新型コロナ対応地方創生交付金が確定したため、

各事業の財源に振り分けをします。
　プレミアム商品券など、これまでに実施している 36 事業
が対象です。

電 気料金等の高騰により、
各施設の光熱費が不足

しているため、追加します。
　各庁舎や学校、観光施設な
ど 20 施設に対応します。

交付金確定による財源振替

1144万円



8

海陽町議会だより　vol.67

議

案

審

議

令
和
４
年
度 

補
正
予
算

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
髙
畠
議
員 

　

こ
の
中
の
、
地

域
一
体
と
な
っ
た

観
光
地
の
再
生
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値
化
事
業

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

 

戎
谷
商
工
観
光
課
長 

　

商
工
会
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
今

進
め
て
い
る
。
観
光
事
業
を
中
心
と

し
た
産
業
を
、
町
全
体
を
面
と
し
て

捉
え
、一
体
的
な
事
業
展
開
と
し
て
、

計
画
を
立
て
て
い
る
。
国
補
助
事
業

等
の
申
請
に
は
、
そ
の
計
画
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。

　
商
工
費
国
庫
補
助
金

〔
１
億
１
７
６
９
万
円
〕

2
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
木
内
議
員 

　

浅
川
・
川
上
の

各
郵
便
局
管
内
の

人
口
は
。
ま
た
、

町
か
ら
郵
便
局
へ
の
手
数
料
は
、
ど

の
よ
う
に
支
払
う
の
か
。

 

浦
川
総
務
課
長 

　

令
和
４
年
３
月
時
点
の
人
口
は
、

浅
川
地
区
が
８
３
３
名
、
川
上
地
区

が
６
４
２
名
。
郵
便
局
へ
の
手
数
料

は
、委
託
料
と
し
て
日
本
郵
便
（
株
）

に
支
払
う
。
交
付
事
務
で
約
50
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
特
定
の
事
務
を
取
り

扱
う
郵
便
局
の
指
定
に

つ
い
て

1
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
議
員 

　

ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。
設
置
基
準
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

谷
岡
危
機
管
理
課
長 

　

海
南
浜
崎
地
区
と
宍
喰
旧
避
難
タ
ワ
ー
付
近
に
新
設
予
定
。

　

新
設
に
は
、地
域
代
表
者
等
の
承
認
を
付
け
た
申
請
書
が
必
要
で
、

受
理
後
に
現
場
を
確
認
し
た
上
で
決
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
富
田
議
員 

　

こ
の
補
助
事
業
の
内
、
保
育
間
伐
事
業
補
助
金

１
３
０
万
円
、
搬
出
間
伐
事
業
補
助
金
４
２
０
万
円
、

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
２
５
６
万
円
の
予
定
面
積
は
。

　

ま
た
、
補
助
先
は
、
森
林
組
合
、
森
林
機
構
ど
ち
ら
か
。

 

乃
一
農
林
水
産
課
長 

　

保
育
間
伐
事
業
の
国
庫
補
助
部
分
２
０
０
㌶
、
国
庫
補
助
で
な
い

部
分
10
㌶
、
搬
出
間
伐
事
業
70
㌶
、
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
32
㌶

の
見
込
み
。

　

補
助
先
は
、
森
林
組
合
お
よ
び
徳
島
森
づ
く
り
推
進
機
構
の
両
方

で
あ
る
。

　
防
犯
灯
工
事
請
負
費�

〔
18
万
円
〕

　
林
業
振
興
費
補
助
金�

〔
１
１
８
１
万
円
〕

３
．

Ｑ
４
．

Ｑ
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9

課
設
置
条
例
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
見
吉
議
員 

　

行
革
政
策
課
に
つ
い
て

は
、
行
財
政
改
革
に
関
す

る
こ
と
と
非
常
に
広
範
囲

に
な
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
改
革
し

て
い
く
の
か
。

（
こ
の
他
、
各
課
へ
の
質
問
が
あ
っ
た
。）

 

阿
部
副
町
長 

　

第
４
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
昨
年
度
策

定
し
、
今
年
度
、
特
に
重
点
課
題
に
つ
い
て
、

海
南
荘
、
庁
舎
の
在
り
方
、
漁
火
、
幼
保
施

設
の
再
編
な
ど
重
要
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各

課
が
所
管
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
全
体
の
管

理
を
行
革
政
策
課
が
担
う
形
で
事
務
分
掌
を

整
理
し
て
い
る
。

　
課
の
新
設
・
統
廃
合

に
つ
い
て

８
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
叶
岡
議
員 

　

海
南
病
院
の

経
営
改
善
の
た

め
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
な
ど
に
つ
い
て
、
町
職
員

に
強
制
で
は
な
く
、
で
き
れ
ば

海
南
病
院
で
と
案
内
は
し
て
い

る
の
か
。

 

阿
部
副
町
長 

　

海
南
病
院
を
積
極
的
に
利
用

し
よ
う
と
、
管
理
職
に
話
は
し

た
。
職
員
は
じ
め
、
町
民
が
海

南
病
院
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
情
報

提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

　
海
南
病
院

事
業
会
計

７
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
原
議
員 

　

光
熱
水
費
の
電
気
代
が
、
各
施
設
と
も
増

額
し
て
い
る
が
、
町
全
体
で
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
。

 

浦
川
総
務
課
長 

　

電
気
料
金
の
追
加
と
し
て
、
全
会
計
合
わ
せ
て
１
１
０
９
万

円
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
長
岡
議
員 

　

宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
の
最
終
年
度
が

延
び
て
き
て
い
る
が
、
現
時
点
で
ど
の
程
度

の
予
測
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
日
比
原

と
の
接
続
は
。

 

村
本
上
下
水
道
課
長 

　

令
和
８
年
度
完
了
予
定
で
、
現
在
進
め
て
い
る
が
、
海
部
道

路
や
防
災
公
園
な
ど
と
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
１
年
ほ
ど
延
び

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

日
比
原
農
業
集
落
排
水
と
の
統
廃
合
は
、
令
和
８
年
に
計
画

し
、
令
和
９
年
、
10
年
で
実
施
予
定
で
あ
る
。

　
光
熱
水
費
の
増
額

　
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

５
．

Ｑ
６
．

Ｑ

議

案

審

議
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10
月
に
、
民
間
委
員
に
よ

る
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

を
開
催
し
た
。
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
取
組
項
目

に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
報

告
し
、
庁
舎
の
在
り
方
、
浅

川
・
川
上
両
出
張
所
の
郵
便

局
へ
の
事
務
委
託
な
ど
議
論

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

新
し
い
技
術
（
Ｄ
Ｘ
）
も

駆
使
し
な
が
ら
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
も
住
民
目
線
も

忘
れ
ず
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

　

介
護
職
員
が
不
足
し
、
入

所
者
の
受
け
入
れ
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
海
南
荘
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
在
り
方
検
討
会
を
設

置
し
た
。

　

県
営
、
善
蔵
川
河
川
改
修

「
こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
は

県
道
の
橋
梁
掛
け
替
え
に
係

る
用
地
取
得
を
進
め
る
と
共

に
、
護
岸
の
整
備
、
河
川
内

の
樹
木
伐
採
や
土
砂
の
撤
去

を
実
施
し
、
流
下
能
力
の
向

上
に
努
め
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

ま
た
、
県
議
会
で
の
重
清

県
議
の
質
問
に
対
し
「
早
急

に
善
蔵
川
河
口
ポ
ン
プ
の
増

強
設
計
に
着
手
し
て
い
く
」

と
の
知
事
答
弁
が
あ
っ
た
。

今
後
も
県
と
協
力
し
、
目
に

見
え
る
治
水
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

海
部
野
根
道
路
の
進
捗
状

況
は
、
国
交
省
よ
り
用
地
説

明
会
が
宍
喰
浦
、
日
比
原
地

区
で
開
催
さ
れ
、
今
後
、
了

解
を
得
ら
れ
れ
ば
契
約
へ
と

進
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

併
せ
て「
牟
岐
～
海
部
間
」

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

の
新
規
事
業
化
に
つ
い
て
の

要
望
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

８
月
８
日
か
ら
始
ま
っ
た

海
陽
町
元
気
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
に
つ
い
て
、
11
月
30
日

現
在
、
購
入
率
73
％
、
販
売

総
額
１
億
７
８
７
２
万
円
の

経
済
循
環
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
か
い
よ
う
ウ
キ

ウ
キ
商
品
券
」
１
万
円
分
を

各
戸
へ
配
布
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨
年

同
時
期
と
比
較
す
る
と
寄
付

金
額
、
件
数
と
も
に
約
25
％

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
開
発
に
努
め
、
事
業
者
の

所
得
向
上
と
町
の
Ｐ
Ｒ
、
財

源
獲
得
に
向
け
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

　

阿
佐
海
岸
鉄
道
Ｄ
Ｍ
Ｖ
事

業
関
連
に
つ
い
て
は
、
元
専

務
の
逮
捕
事
件
以
降
、
様
々

な
対
応
に
追
わ
れ
た
。
コ
ロ

ナ
関
連
や
車
両
の
不
具
合
に

よ
る
減
便
な
ど
、
利
用
者
や

町
民
の
皆
様
へ
ご
迷
惑
や
ご

心
配
を
お
掛
け
し
た
。

上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

海
陽
町
は
合
併
後
16
年
が

経
過
し
た
。
基
礎
は
固
ま
っ

た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
当

た
り
前
を
当
た
り
前
と
せ

住
み
良
い
町
の
実
現

ず
、
時
代
の
波
に
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
気
持
ち

を
持
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、

利
用
状
況
は
順
調
に
推
移
し

て
お
り
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
て
、
今
後
は
Ｊ
Ｒ

牟
岐
線
と
も
一
体
と
な
っ
た

利
用
促
進
と
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

浅
川
漁
協
と
鞆
浦
漁
協
の

合
併
調
印
式
が
行
わ
れ
、
１

月
中
旬
に
は
統
合
が
完
了
す

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
事
業
は
、

英
検
全
額
補
助
を
し
て
い

る
。
中
学
３
年
生
の
受
験
率

は
今
年
度
も
98
％
で
、
英
会

話
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
や
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
英
語
力
を
伸
ば
す
た

め
の
取
り
組
み
を
精
力
的
に

実
施
し
て
い
る
。

　

学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
推
進
支
援
事
業
の
採
択
を

受
け
て
、
海
南
小
学
校
・
海

陽
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
共
同
学
習
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
、
全
体
の
底

は
ぐ
く
む
ま
ち
の
実
現

に
ぎ
わ
う
ま
ち
の
実
現

20歳を祝う会であいさつをする三浦町長（令和5年1月2日）

行

政

報

告
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議

案

の

ま

と

め

第
４
回
定
例
会

　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
12
日
開
会
、
町
長
よ

り
19
議
案
、
議
員
か
ら
２
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
12
月
16
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

・
定
年
前
に
退
職
す
る
意
思
を
有
す
る
職
員
の
募
集
及
び
認

定
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
出
張
所
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

契
約
関
係

・
中
里
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事

変
更
請
負
契
約

　
　

変
更
前
契
約
金
額　

１
億
２
２
２
万
円

　
　

変
更
後
契
約
金
額　

１
億
５
１
２
万
円

　
　

契
約
の
相
手
方　
　

株
式
会
社　

坂
本
工
務
店

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）�

２
億
８
９
３
５
万
円
⬅

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） �

１
２
７
万
円
⬅

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

５
万
円
⬅

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） �

９
万
円
⬅

・
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） �

５
万
円
⬅

・
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

６
万
円
⬅

・
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） �

48
万
円
⬅

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

２
７
２
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）�

３
４
２
万
円
⬅

指
定
管
理
等

・
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

浅
川
・
川
上
出
張
所
廃
止
に
伴
い
、郵
便
局
に
事
務
を
委
託

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

宍
喰
保
育
所

　
　

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人　

恵
の
園
福
祉
会

　
　

指
定
の
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

議
員
提
案

・
海
陽
町
議
会
議
員 

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※　

２
ペ
ー
ジ
参
照

・
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定（
再
審
法
）の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

※　

３
ペ
ー
ジ
参
照

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

歳　入 12月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億2,161万2千円 7.6
地 方 譲 与 税 0 1億3,960万円 1.7
利 子 割 交 付 金 0 40万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 420万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 550万円 0.1
法 人 事 業 税 交 付 金 0 730万円 0.1
地 方 消 費 税 交 付 金 0 1億5,120万円 1.9
環 境 性 能 割 交 付 金 0 340万円 0.0
地 方 特 例 交 付 金 0 250万円 0.0
地 方 交 付 税 0 38億2,168万円 47.0
交通安全対策特別交付金 0 60万円 0.0
分 担 金・ 負 担 金 180万円 3,992万3千円 0.5
使 用 料・ 手 数 料 0 9,527万7千円 1.2
国 庫 支 出 金 2億1,587万5千円 8億3,293万8千円 10.2
県 支 出 金 907万7千円 5億107万円 6.2
財 産 収 入 0 4,533万1千円 0.6
寄 附 金 0 620万円 0.1
繰 入 金 △1億7,346万1千円 7億6,636万4千円 9.4
繰 越 金 1億7,845万3千円 2億7,223万円 3.3
諸 収 入 60万8千円 1億4,054万3千円 1.7
町 債 5,700万円 6億7,112万9千円 8.3
合 計 2億8,935万2千円 81億2,899万7千円 100.0

12月補正予算後の歳入歳出予算

歳　出 12月補正 補正後 構成比率
議 会 費 6万4千円 6,782万5千円 0.8
総 務 費 2,270万4千円 12億4,055万6千円 15.3
民 生 費 1,782万7千円 19億6,276万8千円 24.1
衛 生 費 3,744万7千円 7億8,952万7千円 9.7
農 林 水 産 業 費 3,505万円 5億5,357万2千円 6.8
商 工 費 2,039万9千円 4億7,715万9千円 5.9
土 木 費 638万8千円 7億7,237万9千円 9.5
消 防 費 153万2千円 6億568万1千円 7.5
教 育 費 851万8千円 7億3,041万円 9.0
災 害 復 旧 費 0 2,405万円 0.3
公 債 費 1億4,216万3千円 8億8,816万円 10.9
諸 支 出 金 △274万円 243万円 0.0
予 備 費 0 1,448万円 0.2
合 計 2億8,935万2千円 81億2,899万7千円 100.0

第
３
回
臨
時
会

　

第
３
回
臨
時
会
は
、
10
月
17
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の

２
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）�

 

２
億
２
９
５
５
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

４
２
７
万
円
⬅

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈
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一

般

質

問
き
、
行
財
政
改
革
も
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
教
育
と
医
療
と
経

済
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て

い
く
中
で
、
移
住
定
住
を
推

進
し
、
住
民
の
満
足
度
が
上

が
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
職
員

と
と
も
に
将
来
の
方
向
性
が

見
え
る
基
本
計
画
、
ま
た
実

施
計
画
を
作
っ
て
ま
い
り
た

い
。

　
　

町
は
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
着
実
な
事
業
展
開
を
行

い
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
次

の
施
策
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
。
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
重
点
項
目
を
強
力
に
進
め

る
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、

住
民
が
満
足
し
、
海
陽
町
に

住
み
た
く
な
る
人
を
増
や
す

ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。町
長
の
見
解
は
。

東
　
　
久
博 

議
員

〈町長〉 都会との格差を感じない程の
便利な生活を基本とする

総合計画の人口目標は
実現可能か

住民が満足するまちづくりとは

答　
中
内
ま
ち･

み
ら
い
課
長

　

人
口
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
各
施
策
を
展
開
し
て
い

る
が
、
現
在
８
６
５
４
人
と

な
っ
て
い
る
。当
初
目
標
は
、

高
過
ぎ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
今
後
も
子
育
て
環
境

の
充
実
や
移
住
支
援
な
ど
、

人
口
減
少
対
策
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　

総
合
計
画
で
は
、
２
０

４
０
年
の
推
定
人
口
は
、
現

在
の
半
分
近
く
と
な
っ
て
い

る
。
将
来
人
口
目
標
の
９
０

０
０
人
は
実
現
可
能
な
の
か
。

　
　

計
画
策
定
に
お
い
て

は
、
本
町
へ
の
愛
着
と
誇
り

を
醸
成
し
、
ま
す
ま
す
元
気

な
町
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
住
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
、
最
も
注
意

す
る
事
案
、
力
を
入
れ
る
施

策
は
何
か
。

答　
中
内
ま
ち･

み
ら
い
課
長

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

実
現
の
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
・
再
生
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

問

問

答

問

答

元気な町のため
最も重要な施策は

〈まち・みらい課長〉 
地域コミュニティが
最も重要と認識している

のべ16世帯が利用してきた「神野移住者体験住宅」

い
る
。
多
様
化

す
る
地
域
の
実

情
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
な
が
ら
、

各
種
事
業
を
推

進
し
て
ま
い

る
。

　
　

三
浦
町
長

　
「
近
き
者
説（
よ
ろ
こ
）び
、

遠
き
者
来（
き
た
）る
」
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
孔
子
の
言
葉
だ
が
、

そ
ば
に
い
る
ひ
と
が
喜
べ

ば
、
自
然
と
遠
く
か
ら
も
ひ

と
が
寄
っ
て
く
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
住
民
が
、
都
会

と
の
格
差
を
感
じ
な
い
程
度

の
便
利
な
生
活
を
基
本
に
置

〈まち・みらい課長〉 
  厳しい状況だが、

各種対策に取り組んでいく

答
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一

般

質

問 〈町長〉 労働者確保の観点から
考えていければと思う

移住者向け住宅建築について
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
箇
所

が
あ
る
と
の
報
告
も
あ
り
、

現
状
確
認
す
る
。

　

ま
た
、
雨
水
の
流
入
元
の

桜
坂
頂
上
付
近
の
調
査
は
、

早
期
に
着
手
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
く
。
調
査
内
容
と
し

て
は
、
流
路
の
高
さ
、
勾
配
、

構
造
物
の
形
状
、
周
辺
の
状

況
を
調
査
し
、
雨
水
の
分
散

が
可
能
か
検
討
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

富
田
　
　
寛 

議
員

〈農林水産課長〉 
 制度設計を検討している

漁船の処分に
補助はできないか

鞆浦地区排水路の進捗状況は

〈建設課長〉 
 早期着手できるよう進めていく

問

　
　

鞆
浦
高
倉
地
区
、北
町
、

仲
町
、
南
町
地
区
の
流
域
全

体
計
画
書
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
測
量
、
実
施
設
計
書
作

成
は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

答　

黒
木
建
設
課
長

　

北
町
・
高
倉
地
区
に
お
い

て
は
、
雨
水
が
水
路
か
ら

問

答

答

　
　

近
年
、
高
齢
化
に
よ
り

漁
師
を
廃
業
し
た
い
が
使
用

し
て
い
た
船
舶
の
扱
い
に
困

っ
て
い
る
と
い
う
声
を
聞
く
。

取
り
壊
し
費
用
に
つ
い
て
は

２
㌧
で
約
15
万
円
、
６
～
７

㌧
で
約
45
万
円
～
60
万
円
ぐ

ら
い
掛
か
る
の
で
、
廃
船
時

に
補
助
は
で
き
な
い
の
か
。

鞆奥漁港の漁船の様子

問

　
　

若
者
の
流
入
人
口
増
加

の
た
め
、
林
業
振
興
策
と
し

て
、
海
陽
町
産
木
材
で
住
宅

を
建
築
す
る
と
、
建
築
関
係

者
の
仕
事
確
保
や
雇
用
に
つ

な
が
る
。
ま
た
間
伐
材
は
魚

礁
と
し
て
も
利
用
で
き
、
か

つ
、
木
材
搬
出
量
の
増
加
も

見
込
ま
れ
る
。
森
林
譲
与
税

を
十
分
に
活
用
し
な
が
ら
、

移
住
者
向
け
住
宅
を
建
築
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

三
浦
町
長

　

全
国
的
な
少
子
化
が
叫
ば

れ
る
中
、
海
陽
町
で
も
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
民
間
の
労
働
者
不
足
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し

て
も
、
若
い
世
代
の
労
働
者

を
積
極
的
に
呼
び
込
ん
で
い

く
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
労
働
者
確
保
の
観

点
か
ら
、
ま
た
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
い
道
の
一
つ
と
し

て
、
施
策
を
考
え
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

後
住
宅
等
へ
の
二
次
被
害
、

周
辺
の
環
境
悪
化
等
、
多
岐

に
わ
た
る
問
題
が
懸
念
さ
れ

る
。
高
額
な
処
分
費
用
は
、

漁
業
者
の
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
支
援
制
度
の

必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

現
在
、
補
助
創
設
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
る
。

答　

乃
一
農
林
水
産
課
長

　

放
置
船
・
沈
船
・
廃
船
は
、

洪
水
、
高
潮
時
の
流
出
や
、

巨
大
地
震
の
津
波
に
よ
る
背

答
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文化村で開催された１周年記念イベント

一

般

質

問

佐
川
　
富
美 

議
員

　
　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
の
整

備
さ
れ
て
い
な
い
場
所
を
活

用
し
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、

ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
整

備
は
で
き
な
い
の
か
。

　

使
用
禁
止
と
な
っ
て
い
る

大
型
遊
具
の
整
備
方
針
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

戎
谷
商
工
観
光
課
長

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

大
規
模
な
施
設
整
備
を
す
る

こ
と
な
く
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
公

園
の
環
境
を
フ
ル
に
活
用
す

れ
ば
可
能
で
あ
り
、
選
択
肢

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
今
後
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク

公
園
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
全
体
計
画
を
立
て
、
財

源
、維
持
管
理
コ
ス
ト
な
ど
、

規
模
や
必
要
性
を
総
合
的
に

検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

  

大
型
遊
具
に
つ
い
て
は
、

県
に
相
談
・
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

答

〈商工観光課長〉 全体計画を立て、検討していく必要がある

ピクニック公園の整備を進められないか

問

ＤＭＶの活用をもっとすべきでは

〈まち・みらい課長〉
 さらなる活用を協議・検討していく

　
　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
は
12
月
25
日
で

運
行
開
始
１
年
を
迎
え
、
賑

わ
っ
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で

も
続
く
わ
け
で
は
な
い
。
町

独
自
の
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
思
う
。
町
営
バ
ス
と
の
連

携
な
ど
、
二
次
交
通
の
整
備

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
中
内
ま
ち･

み
ら
い
課
長

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
か
ら
の
交
通
手
段

の
確
保
に
つ
い
て
、
町
営
バ

ス
は
運
行
時
間
外
の
利
用
は

で
き
ず
、
そ
の
他
の
交
通
手

段
と
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
や

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
活
用
と

な
っ
て
い
る
。
移
動
手
段
に

つ
い
て
は
、
他
県
の
事
例
な

ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
研

究
、
検
討
を
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
二
次
交
通
の
利
便

性
を
高
め
、
地
域
資
源
の
さ

ら
な
る
活
用
、
観
光
誘
客
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

問　
「
世
界
初
が
走
る
町
」
と

い
う
看
板
を
国
道
沿
い
に
増

設
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
空
き
情

報
、
観
光
案
内
も
兼
ね
た
案

内
所
を
、
海
南
文
化
村
に
設

置
で
き
な
い
の
か
。

答　
中
内
ま
ち･

み
ら
い
課
長

　

看
板
設
置
は
、
集
客
ア
ッ

答

答

プ
に
つ
な
が
る
よ
う
、
検
討

を
し
て
い
る
。

  

観
光
案
内
所
設
置
に
つ
い

て
は
、
人
件
費
等
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
今
後
、
Ｄ
Ｍ

Ｖ
の
予
約
状
況
や
運
行
情
報

等
に
つ
い
て
案
内
で
き
る
方

法
が
あ
る
か
、
協
議
を
行
い

対
応
を
考
え
た
い
。

問問
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高
齢
化
が
進
み
、
今
後

ま
す
ま
す
施
設
入
居
者
が
増

え
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

ど
の
施
設
も
介
護
・
看
護
職

員
の
不
足
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
。
田
舎
で
も
住
宅
費
は

高
く
移
住
者
も
増
え
な
い
。

今
後
の
必
要
人
材
で
あ
る
介

護
・
看
護
師
職
員
確
保
の
た

め
に
、
こ
の
職
種
を
限
定
し

て
、
町
の
住
宅
費
補
助
制
度

や
資
格
取
得
費
用
補
助
等
の

な
り
手
増
加
対
策
を
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。
町
の
今
後
の

対
応
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

原
　
ひ
ろ
み 

議
員

〈住民環境課長〉 
 きめ細かい対応を心掛けている

お悔やみガイドブックの作成を

町
へ
届
出
が
必
要
な
内
容
、

期
限
、
必
要
な
物
や
、
町
外

へ
の
届
出
の
手
続
き
に
必
要

な
項
目
等
、
詳
細
を
ま
と
め

た
分
か
り
や
す
い
「
お
悔
や

み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

し
て
は
ど
う
か
。

答　

森
住
民
環
境
課
長

　

死
亡
届
を
提
出
さ
れ
た
方

へ
は
、
年
金
や
介
護
保
険
な

ど
必
要
な
手
続
き
の
内
容
を

記
載
し
た
封
筒
を
お
渡
し

し
、
記
載
内
容
の
説
明
も

行
っ
て
い
る
。
冊
子
に
は
し

て
い
な
い
が
、
簡
潔
に
記
載

し
て
お
り
、
読
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
手
続
き
等
を
一

カ
所
で
完
結
で
き
る
よ
う
、

各
庁
舎
の
窓
口
で
、
き
め
細

か
な
対
応
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、
も
っ
と
多
岐
に
わ

た
る
情
報
等
の
要
望
が
あ
れ

ば
、各
担
当
課
と
も
連
携
し
、

考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

身
近
な
人
を
亡
く
し
た

後
、
必
要
な
手
続
き
は
複
雑

か
つ
多
岐
に
わ
た
る
。
遺
族

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

問

問

介護・看護師不足の
解消策を

〈町長〉 施策を検討し、
　　 早急に対応していく

海南病院のナースステーションで働く看護師

答

答　

三
浦
町
長

　

高
齢
化
が
進
む
田

舎
に
と
っ
て
、
全
国

的
に
介
護
士
・
看
護

師
不
足
は
喫
緊
の
課

題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
特
に
海
南
荘
で

は
、
人
手
不
足
が
非

常
に
厳
し
い
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
住
宅

補
助
に
関
し
て
は
、

補
助
制
度
が
良
い
の

か
、
ま
た
空
き
家
バ

ン
ク
を
活
用
し
た
補

助
で
あ
る
と
か
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
取
り
組
み
な

ど
も
含
め
、
今
後
、

検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。
全
国
各
地
が
同

じ
悩
み
を
抱
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
提
案
を

聞
く
中
で
、
効
果
の

あ
る
施
策
を
検
討

し
、
早
急
な
対
応
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

答

一

般

質

問
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対
し
て
い
ろ
ん
な
意
見
を
聞

い
て
は
ど
う
か
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

地
元
高
校
育
成
補
助
事

業
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の

企
業
家
を
講
師
に
迎
え
出
前

授
業
を
実
施
し
、
高
校
生
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
ア
イ

デ
ア
が
出
さ
れ
活
用
し
て
い

る
。
本
年
度
に
は
、
海
部
高

校
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、
町
長
と
の

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
計

画
し
て
お
り
、「
若
者
が
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い

町
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

意
見
交
換
会
を
実
施
予
定
で

あ
る
。

  

20
歳
を
迎
え
た
方
に
意
見

を
も
ら
う
こ
と
は
大
変
有

意
義
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

意
見
や
提
案
を
も
ら
う
よ
う

考
え
て
い
る
。

　
　

町
の
将
来
を
考
え
る
と

若
者
が
定
住
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
海
部
高
校
の
他
県
か
ら

入
学
し
て
い
る
生
徒
は
違
っ

た
視
点
で
発
見
も
あ
る
し
、

町
内
の
児
童
生
徒
に
も
多
く

の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け

て
は
ど
う
か
。

　

20
歳
を
祝
う
会
を
式
典
だ

け
で
終
わ
ら
さ
ず
に
、
町
に

〈教育次長〉 可能性とチャンスを
最大化するよう進めていく

長
江
　
範
裕 

議
員

若者の意見を
もっと聞いてはどうか

問

問

〈教育次長〉 町長との
意見交換会を実施予定

答
　
　

生
涯
学
習
を
創
意
工
夫

し
て
進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た

本
物
の
音
楽
や
文
化
に
触

れ
、
町
民
の
心
の
豊
か
さ
を

広
げ
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
年
に
一
度

く
ら
い
は
一
流
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
呼
ん
で
コ
ン
サ
ー
ト

等
は
開
催
で
き
な
い
の
か
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

自
由
に
機
会
を
選
択
し
学

習
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
の
た
め
、
海
南
文
化
村

を
は
じ
め
社
会
教
育
施
設
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て
ま
い

る
。
地
方
で
も
先
端
の
講
習

が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
生
み

出
し
、
生
涯
を
通
し
て
、
全

て
の
人
の
可
能
性
と
チ
ャ
ン

ス
を
最
大
化
す
る
生
涯
学
習

を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
文
化
館
に
お
い
て
の
コ

ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な
ど
、
本

物
の
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
の

で
き
る
施
設
と
し
て
、
今
後

も
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

１月２日に開催された「20歳を祝う会」

　
　

定
住
促
進
に
向
け
て
考

え
て
い
る
施
策
は
他
に
あ
る

か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
職

員
全
体
で
共
有
し
、
政
策
に

活
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

中
内
ま
ち･

み
ら
い
課
長

　

移
住
定
住
の
促
進
施
策
に

つ
い
て
、
移
住
促
進
会
議
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
他
、
空

き
家
改
修
支
援
事
業
、
移
住

定
住
体
験
事
業
、
お
か
え
Re

タ
ー
ン
海
陽
奨
学
金
支
援
事

業
、
移
住
定
住
起
業
支
援
事

業
、
空
き
家
等
住
宅
情
報
の

提
供
体
制
整
備
事
業
、
海
陽

町
暮
ら
し
体
験
事
業
な
ど
、

若
者
を
中
心
と
し
た
各
種
の

移
住
定
住
促
進
策
を
展
開
し

て
い
る
。

生涯学習に創意工夫を

問

答

答

　
　

三
浦
町
長

　

重
要
な
施
策
を
全
員
が
共

有
す
る
た
め
、各
種
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
課
を

越
え
た
施
策
検
討
も
行
っ
て

お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
も

聞
き
、
さ
ら
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

一

般

質

問
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一

般

質

問

　
　

阿
佐
海
岸
鉄
道
は
、
30

年
前
に
運
行
を
始
め
、
開
業

以
来
、
決
算
収
支
が
黒
字
に

な
っ
た
こ
と
が
な
い
。
Ｄ
Ｍ

Ｖ
を
運
行
し
た
、
令
和
４
年

度
決
算
も
、
６
４
０
０
万
円

の
経
常
損
失
を
予
想
し
て
い

る
。
企
業
と
し
て
の
、
価
値

及
び
利
益
を
生
み
出
す
力
は

皆
無
で
あ
る
こ
と
を
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

中
内
ま
ち･

み
ら
い
課
長

　

阿
佐
海
岸
鉄
道
で
は
、
経

営
改
善
計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
収
入

増
加
策
や
、
経
費
の
削
減
、

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
策

定
な
ど
、
積
極
的
か
つ
効
果

的
に
実
施
を
し
て
き
て
い

る
。
Ｄ
Ｍ
Ｖ
を
核
と
し
た
経

営
改
善
を
行
う
こ
と
で
、
年

間
１
４
０
０
万
円
の
経
営
改

善
の
数
値
目
標
を
定
め
、
基

金
の
取
り
崩
し
額
が
削
減
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

の
手
段
と
し
て
の
機
能
を
放

棄
し
、
赤
字
を
垂
れ
流
す
だ

け
の
鉄
道
の
存
在
意
義
を
ど

こ
に
求
め
て
い
る
の
か
。

　
　

中
内
ま
ち･

み
ら
い
課
長

　

平
成
20
年
度
に
、
阿
佐
東

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
を
策
定
し
た
。
阿
佐
東
線

の
維
持
に
関
し
て
、
住
民
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
よ
り
持
続
可
能
な
鉄
道

に
向
け
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
導
入
の

検
討
も
議
論
さ
れ
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
の
意
義
や
効

果
は
大
き
く
三
つ
。
一
つ
目

は
、
燃
料
費
、
補
修
費
な
ど

運
用
コ
ス
ト
の
軽
減
。
二
つ

目
は
、
世
界
初
の
車
両
自
体

が
観
光
資
源
で
あ
り
、
新
し

い
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、

地
域
活
性
化
、
地
域
へ
の
経

済
波
及
効
果
。
三
つ
目
は
、

大
災
害
時
に
、
陸
路
か
鉄
路

の
い
ず
れ
か
が
残
っ
て
い
れ

ば
交
通
機
能
が
維
持
で
き

る
。
Ｄ
Ｍ
Ｖ
だ
け
で
は
黒
字

化
は
困
難
な
も
の
の
、
阿
佐

東
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果

は
大
き
く
、
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
も
の
だ
と
考
え

〈まち・みらい課長〉 持続可能な
公共交通の構築を目指している

阿佐海岸鉄道の存在意義はあるのか

木
内
　
正
和 

議
員

　
　

経
営
改
善
計
画
の
中
で

は
、
令
和
４
年
か
ら
令
和
８

年
の
５
年
間
で
、
新
た
に

３
億
５
１
０
０
万
円
の
基
金

を
積
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
基
金
の
財
源
を
町
民
の

貴
重
な
税
金
で
賄
う
の
か
。

基
金
の
財
源
を
ど
う
捻
出
す

る
の
か
。

　
　

中
内
ま
ち･

み
ら
い
課
長

　

徳
島
・
高
知
両
県
、
地
元

沿
線
自
治
体
、
阿
佐
海
岸
鉄

道
な
ど
関
係
者
で
協
議
を
行

い
、
平
成
24
年
以
降
、
基
金

が
枯
渇
を
し
な
い
よ
う
、
５

年
ご
と
に
経
営
改
善
計
画
を

策
定
し
、
基
金
の
積
み
増
し

を
行
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｖ
運

行
に
よ
る
売
上
げ
向
上
を
目

指
す
と
と
も
に
、
誘
客
、
利

用
促
進
の
さ
ら
な
る
展
開
、

運
輸
外
収
入
の
確
保
、
経
費

の
削
減
な
ど
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
収

益
の
増
加
を
図
り
、
基
金
の

取
り
崩
し
が
削
減
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

　
　

こ
の
鉄
道
会
社
に
ど
の

よ
う
な
存
続
意
義
を
見
出
し

て
い
る
の
か
。
町
民
の
移
動

て
い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｖ
沿
線
の
中

心
で
あ
る
海
陽
町
が
中
心
と

な
り
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

答

答

問

問問

答

阿佐海岸鉄道の3台そろったDMV

可
能
な
公
共
交
通
の
構
築
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。
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毎食何でも美味しく食べる。
近所を散歩し、地域の人と話をする。

・元気の秘訣は？

自宅の庭にて
（令和５年１月30日）

編
集
後
記

・日常生活は？

・人生の思い出は？

ぬか漬けや梅干しを自分で作り
食べている。

ご飯は自分で炊き、おかずは
娘が運んでくる。

若い頃、大阪で暮らしていて楽しかった。
80歳頃まで楽しんだカラオケ。

　
令
和
４
年
は「
戦
」の
一
字
で
表
さ
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
光
熱
費・

物
価
の
高
騰
。
核
の
脅
威
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、

世
界
は
ま
だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
で
あ
る
。

　
町
議
会
と
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
光
熱

費
補
助
、
子
育
て
支
援
策
な
ど
に
力
を
入
れ
、
令

和
５
年
が
危
機
を
乗
り
越
え
、
希
望
の
見
え
る
年

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
皆
さ
ま
の
声
が
反
映
し
た
広
報
に
な
る
よ
う
挑

戦
す
る
決
意
の
委
員
会
で
あ
る
。�

（
原
）

○ カワラハハコ（河原母子）
河原に生息する多年草で、花期は８月から１０月。
河川改修等により、減少している。


